
独身男女の出逢いの機会創出等

に向けた連携協定

株式会社エウレカ 桑名市



総人口は、平成27年の14万3千人をピークに減少し、令和4年2月に14万人を下回る事態に。

年齢別人口は、少子高齢化の進行に伴い、年少人口・生産年齢人口が減少し続けているのに

対し、老年人口は増加し続けている。

特に、令和元年以降、２年間で約２千人という著しい人口減少がみられ、「年少人口」は約

900人、「生産年齢人口」は約1,600人の減少となった。
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桑名市の課題【人口減少の現状】
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桑名市の課題【少子化の現状】

 本市の出生数の推移

⇒ 千人を下回る出生数となり、近年は減少幅が広がる。

 本市の未婚率の推移 ⇒ 上昇傾向にある。

 未婚率の上昇は、晩婚化、晩産化につながり、少子化

の要因の一つとして考えられる。

出典）人口動態統計

本市の出生数の推移
（人）
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本市の未婚率の推移（男性） （単位：％）

資料）国勢調査 （未婚人口）÷（総人口）で算出
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本市の未婚率の推移（女性） （単位：％）
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「生産年齢人口」の外部からの流入を促進する

実施中 ・企業誘致 ・移住就業補助 ・定住促進奨励金

「生産年齢人口」が子育てしやすい環境を整える

今の子ども・若者の考えや気持ちに寄り添った施策を実施し
将来の「生産年齢人口」を獲得・確保する

子ども・若者の価値観・ニーズを捉えた施策

フェーズ①流入促進

フェーズ②定着環境整備

フェーズ③流出抑制等

市内立地企業の従業員住居実態等調査

準備中

R4.9補正

R4.9補正

令和５年度
対策拡充予定

子育て施策の所得制限撤廃
・子ども医療費 ・児童手当 ・保育料軽減(第2子第3子)

待った無しの人口減少に対し、フェーズに応じた施策をパッケージングし、緊急的に実施。
行財政改革の成果(財政好転)を活かし、機動的な財政出動を行うと共に大胆な一手を打つ！

令和５年度
制度開始予定

令和５年度
事業開始予定

＊令和5年度実施に向けシステム改修

＊より実効性の高い施策や
既存施策の拡充を検討

桑名市人口減少対策パッケージ
“14万”リバウンドプラン
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国の調査結果からみる恋愛・結婚の状況

 20代女性の約５割、20代男性の約７割が、配偶者・恋人がいない。

 20代独身女性の約２割、20代独身男性の約４割が、デートした経験がない。
（「令和３年度人生100年時代における結婚・仕事・収入に関する調査」内閣府）

若者の恋愛に関する状況

「いずれ結婚するつもり」と考える18~34歳の未婚者は、減少傾向にあるものの、約８割

が「いずれ結婚するつもり」と考えている。 （「令和３年度人生100年時代における結婚・仕事・収入に関する調査」内閣府）

結婚に対する考え方

 職場や友人を介した結婚が減り、SNSやマッチングアプリといったインタネットサービ

スを利用して知り合った夫婦が増加し、最近の結婚の約１割を占める。
（「第16回出生動向基本調査」国立社会保障・人口問題研究所）

結婚（知り合ったきっかけ）に関する状況



桑名市LINEアンケート調査結果

従来、行政が行っている出逢いのサービスマッチングアプリや婚活サイト

≪サービス等認知度の比較≫

16.7%

65.5%

16.5%
1.3% 1 サービスや仕組みを

よく知っている

2 サービスや仕組みは
だいたい知っている

3 知らない

4 その他

0.6%

3.5%

95.9%

0.0%
1 名前や支援内容を
よく知っている

2 名前や支援内容は
だいたい知っている

3 知らない

4 その他

 従来、行政が行っている出逢いのサービスについては、約96％の方が名

前や支援内容を知らない。一方で、マッチングアプリや婚活サイトについ

ては、約82％の方がサービスや仕組みを知っている。
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桑名市LINEアンケート調査結果

マッチングアプリや婚活サイト

≪配偶者・恋人がいない人のサービス等利用意向の比較≫

 配偶者・恋人がいない人では、従来、行政が行っている出逢いのサービ

スについては約１％しか現在利用していないが、利用者を含め、約47％

が利用意向がある。マッチングアプリや婚活サイトについては、約18％

が現在利用しており、利用者を含め約57％が利用意向がある。
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従来、行政が行っている出逢いのサービス
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独身男女の出逢いの機会創出等に向けた連携協定

桑名市

・交際や結婚を希望する若者に対して、その希

望が実現できるように応援したい。

株式会社エウレカ

・少子化・未婚化の解消という社会課題解決に

向けた役割を果たしていきたい。

市民一人ひとりが幸せを実感できる

Well-Being（ウェルビーイング）なまちづくりを推進

両者が力を合わせることにより、

交際・結婚を望む独身男女の出逢いの機会を創出する

全国の先駆けとなるモデルを構築！
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独身男女の出逢いの機会創出等に向けた連携協定

桑名市内の男女に恋活・婚活セミナーを開催し、お相手探しのアドバイスやペアーズの利用機会を提供

〈セミナーイベントの開催〉
交際・結婚を望む桑名市内の独身かつ交際相手がいない男女を対象に恋活・婚活セミナーイベントを開催

〈イベントにてお相手探しのアドバイスを提供〉
恋愛アドバイスのプロであるPairsコンシェルジュより、ペアーズの上手な利用方法や安心・安全にお相手
探しを行うための注意点など、交際・結婚相手と出会うための知識と方法をレクチャー

〈Pairsの利用機会の提供〉
本イベント参加者にペアーズをお試しいただけるデジタルギフトコードをプレゼントし、ペアーズでお相手
探しをする機会をご提供

〈今後の展開〉
桑名市内の企業等とも協力したデート支援施策も検討中

(2023年5月頃 / 以降定期的に複数回実施予定)

※取り組み内容は検討中であり、変更される場合があります。

【協定に基づく主な取り組み内容（※予定)】


